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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第181期 

第１四半期 
連結累計期間

第182期 
第１四半期 
連結累計期間

第181期

会計期間
自  2018年４月１日 
至  2018年６月30日

自  2019年４月１日 
至  2019年６月30日

自  2018年４月１日 
至  2019年３月31日

売上高 (百万円) 68,367 71,560 275,807

経常利益 (百万円) 5,370 6,828 13,015

親会社株主に帰属する 
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,727 4,891 9,155

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 451 4,103 3,210

純資産額 (百万円) 191,196 195,590 192,861

総資産額 (百万円) 366,773 372,996 368,082

１株当たり四半期(当期) 
純利益金額

(円) 19.72 25.87 48.44

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額

(円) 19.37 25.51 47.73

自己資本比率 (％) 51.9 52.2 52.2
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容について、重要な変更はあり

ません。 

  また、主要な関係会社についても異動はありません。 
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、輸出を中心に弱さが続いているものの、雇用・所得環境の

改善が続くなかで、緩やかな景気回復が継続している一方で、通商問題の動向、中国経済の先行き、海外経済の

動向に関する不確実性の影響など、依然として先行き不透明な状況が続きました。

当社グループにおきましては、2019年１月より実施した洋紙の価格改定及び海外子会社の増収により、当第１

四半期連結累計期間の業績は、売上高71,560百万円（前年同四半期比4.7％増）、営業利益5,935百万円（前年同

四半期比114.0％増）、経常利益6,828百万円（前年同四半期比27.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

4,891百万円（前年同四半期比31.2％増）となりました。

 

主なセグメント別の業績は、下記のとおりであります。

 

① 紙パルプ事業

紙パルプ事業につきましては、2019年１月より実施した洋紙の価格改定及び海外子会社の増収により、増収

増益となりました。 

 この結果、紙パルプ事業の業績は以下のとおりとなりました。

売上高 64,829百万円(前年同四半期比 4.7％増)

営業利益 5,448百万円(前年同四半期比 143.3％増)
 

 

② パッケージング・紙加工事業

パッケージング・紙加工事業につきましては、液体容器の受注減及び情報メディア分野の電子化に伴う需要

減により減収減益となりました。 

 この結果、パッケージング・紙加工事業の業績は以下のとおりとなりました。

売上高 4,639百万円(前年同四半期比 1.8％減)

営業利益 95百万円(前年同四半期比 49.5％減)
 

 

③ その他

木材事業、古紙卸業、建設業、運送・倉庫業をはじめとするその他事業につきましては、全体的に厳しい受

注環境下でありましたが、木材事業の外部受注が増加したことにより増収となりました。損益面においては、

主として運送・倉庫業のコストアップにより減益となりました。 

 以上の結果、その他事業の業績は以下のとおりとなりました。

売上高 2,091百万円(前年同四半期比 20.7％増)

営業利益 185百万円(前年同四半期比 3.0％減)
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総資産は、前連結会計年度末に比べて4,913百万円増加し、372,996百万円となりました。これは、主として受

取手形及び売掛金が2,753百万円、IFRS第16号適用による使用権資産の増加等により有形固定資産が1,835百万円

それぞれ増加したことによるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて2,185百万円増加し、177,405百万円となりました。これは、主としてIFRS

第16号適用によるリース債務の増加等により有利子負債が2,713百万円増加した一方で、引当金が1,294百万円減

少したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べて2,728百万円増加し、195,590百万円となりました。これは、主として親

会社株主に帰属する四半期純利益等により利益剰余金が3,508百万円増加した一方で、その他有価証券評価差額

金が1,388百万円減少したことによるものです。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(株式会社の支配に関する基本方針)

当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等(会社法

施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりです。

 

①当社の基本方針の内容の概要

当社は、先進の技術と従業員の強固な信頼関係をベースとして、環境負荷を低減した紙素材の提供を通して、

顧客・株主・取引先・地域社会等に貢献できる会社となり、同時に企業価値の長期安定的な向上を図ることを、

経営の 重要課題と認識しております。従いまして、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の

企業価値ひいては株主共同の利益を確保・向上させる者でなければならないと考えております。

当社は、株式の大量買付であっても、当社自身の企業価値を増大させ、株主共同の利益を向上させるものであ

れば、これを一概に否定するものではありません。会社の支配権の移転については、 終的には株主全体の意思

に基づき行われるべきものと認識しております。

しかしながら、株式の大量買付の中には、その目的等から見て却って企業価値ひいては株主共同の利益を毀損

するもの、株主に株式売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が買付の条件等につ

いて検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための充分な時間や情報を提供しないもの等、対

象会社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さないものも少なからず見受けられます。

当社の属する製紙産業は、設備の投資から回収まで長期間を要するものであり、中長期的視点での経営判断が

必要とされます。当社は適宜・適切な設備投資を実施し、国際競争力を確保して参りましたが、こうした努力が

当社の株式の大量買付を行う者により中長期的に確保され、向上させられなくてはなりません。また、当社の競

争力の源泉は設備の比較優位性だけでなく、需要家の皆様から当社製品の品質と短期間での納品をはじめとした

お客様の要請に応えるきめ細かなサービスに対して、多くの御支持を頂いていることにあります。さらに、当社

グループ従業員の一体感を持った、高いモチベーションや、当社とその事業がなされる地域社会との関係も重要

と考えられます。これらが当社の企業価値、ひいては株主共同の利益の確保・向上にとって不可欠であると考え

ております。

当社としては、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、このような当社の企業価値の源泉を十分に

理解したうえで、当社の企業価値、ひいては株主共同の利益を中長期的に確保し、向上させる者でなければなら

ないと考えております。従いまして、当社の企業価値、ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある株式の

大量買付を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。
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②基本方針実現に資する特別な取組みの概要

当社グループは、1907年の創業以来、一貫して紙素材を社会に提供することにより、社会経済の発展と生活文

化の向上に努めております。また、国際的な競争力を有し、持続的な成長を可能とすることにより企業価値の長

期安定的な向上を図ることを、経営の 重要課題と捉えております。そのため、いかなる事業環境下においても

持続的な成長を目指し、さらに企業価値を向上させるため、2020年を目標とする長期経営ビジョン「Vision 

2020」の 終ステップとして、2017年４月より中期経営計画「V-DRIVE」をスタートさせました。ここで掲げた

基本方針、経営目標を実現することにより、企業価値、ひいては株主共同の利益の向上に努めてまいります。

 

③基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取組みの概要

当社は、2019年５月17日開催の取締役会において「当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）」

（以下「本プラン」という。）の更新を決議し、同年６月26日開催の第181回定時株主総会において、本プラン

は株主の皆様のご承認をいただき、更新されました。

本プランは、当社の企業価値・株主共同の利益を確保・向上させることを目的として、当社株式の20％以上の

買付等が行われる場合に、買付者等に対し、事前に意向表明書の提出や当該買付等に関する情報の提供を求め、

当社が、当該買付等についての情報収集・検討等を行う期間を確保した上で、株主に対して当社経営陣の計画や

代替案等を提示したり、買付者等との交渉等を行っていくための手続を定めるものです。

買付者等が、本プランに定める手続に従うことなく買付等を行う場合や、当社の企業価値ひいては株主共同の

利益に対する明白な侵害をもたらすおそれのある買付等である場合など、買付等が本プランに定められた客観的

な発動要件に該当し、対抗措置を発動することが相当であると認められる場合は、当社は、会社法その他の法律

及び当社定款が当社取締役会の権限として認める措置（以下「対抗措置」という。）をとり、当該買付等に対抗

することがあります。当社取締役会は、具体的にいかなる対抗措置を講じるかについては、その時点で も適切

と当社取締役会が判断したものを選択することとしますが、現時点における具体的な対抗措置としては、新株予

約権の無償割当てを行うことを予定しており、その場合には、当該買付者等による権利行使は認められないなど

の差別的行使条件及び当該買付者等以外の者から当社株式と引換えに新株予約権を取得するなどの差別的取得条

項が付された新株予約権を、その時点の全ての株主に対して新株予約権無償割当ての方法（会社法第277条以降

に規定されます。）により割り当てます。

なお、対抗措置の発動または不発動等、株主意思確認総会の招集の判断については、当社取締役会の恣意的判

断を排するため、当社経営陣から独立した者のみから構成される独立委員会の判断を経るとともに、株主に対し

て適時に情報開示を行うことにより透明性を確保することとしています。

本プランの有効期間は、2022年３月期に係る定時株主総会の終結時までとし、本プランの有効期間の満了前で

あっても、当社の株主総会において本プランを変更または廃止する旨の決議が行われた場合には、本プランは当

該決議に従いその時点で変更または廃止されます。また、当社取締役会により本プランを廃止する旨の決議が行

われた場合には、本プランはその時点で廃止されます。

本プランの導入（更新）時点においては、本新株予約権の無償割当て自体は行われませんので、株主及び投資

家の皆様の権利に直接具体的な影響が生じることはありません。他方、対抗措置が発動され、新株予約権無償割

当てが実施された場合、株主の皆様が新株予約権の行使及び行使価額相当の金銭の払込みを行わないと、他の株

主の皆様による新株予約権の行使により、その保有する当社株式が希釈化することになります。ただし、当社

は、買付者等以外の株主の皆様から本新株予約権を取得し、それと引換えに当社株式を交付することがありま

す。当社が係る取得の手続を取った場合、買付者等以外の株主の皆様は、新株予約権の行使及び行使価額相当の

金銭の払込みをせずに当社株式を受領することとなり、その保有する当社株式の希釈化は原則として生じませ

ん。
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④上記の取組みに対する取締役会の判断及びその理由

本プランは、当社株式に対する買付等が行われた場合に、当該買付等に応じるべきか否かを株主の皆様が判断

し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために買付

者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上させ

るという目的をもって導入されるものです。従いまして、本プランは、当社の基本方針に沿うものであって、経

済産業省及び法務省が2005年５月27日に発表した「企業価値・株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛

策に関する指針」の定める三原則（企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則、事前開示・株主意思の原

則、必要性・相当性確保の原則）も完全に充足しています。 

また、本プランは、経済産業省に設置された企業価値研究会が2008年６月30日に公表した「近時の諸環境の変

化を踏まえた買収防衛策の在り方」を踏まえた内容となっております。  

当社は、本プランの導入にあたり、当社取締役会の恣意的判断を排除し、株主の皆様のために本プランの発動

等の運用に際しての実質的な判断を客観的に行う機関として、独立委員会を設置しております。独立委員会は、

当社の業務執行を行う経営陣から独立している当社の社外取締役もしくは社外監査役または社外の有識者のいず

れかに該当する委員３名以上により構成されます。また、独立委員会の判断の概要については株主の皆様に情報

開示をすることとされており、当社の企業価値・株主共同の利益に資する範囲で本プランの透明な運営が行われ

る仕組みが確保されています。本プランの発動については、予め定められた合理的な客観的発動要件が充足され

なければ発動されないように設定されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保

しているものといえます。

このように、本プランは高度の合理性を有しており、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するもので

あって、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。 

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は168百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(4) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、新たに確定した設備の新設等の計画は以下のとおりであります。

会社名
事業所名 

(所在地)

セグメント

の名称

設備の 

内容

投資予定額
資金調達 

方法

着手及び完了予定
備考

総額 既支払額 着手 完了

北越コーポ

レーション

㈱

新潟工場

(新潟県新潟市

東区)

紙パルプ

事業

６号抄紙機段

ボール原紙製

造対応工事

百万円

1,800

百万円

-
自己資金 2019年７月 2020年２月

130,000

トン／年
 

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 500,000,000

計 500,000,000

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(千株)

発行済株式 
総数残高 
(千株)

資本金増減額 
  

(百万円)

資本金残高 
  

(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金 
残高 

(百万円)

2019年６月30日 ― 209,263 ― 42,020 ― 45,435

第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(2019年６月30日)

提出日現在 
発行数(株) 

(2019年８月13日)

上場金融商品取引所 
名又は登録認可金融 
商品取引業協会名

内容

普通株式 209,263,814 209,263,814
東京証券取引所 
(市場第一部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 209,263,814 209,263,814 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

   該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2019年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

      2019年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 ― ―

19,691,700
(相互保有株式)
普通株式 ― ―

23,600

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,892,114 ―
189,211,400

単元未満株式
普通株式

― ―
337,114

発行済株式総数 209,263,814 ― ―

総株主の議決権 ― 1,892,114 ―
 

 
② 【自己株式等】

    2019年３月31日現在

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義 
所有株式数 

(株)

他人名義 
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

(自己保有株式)          

北越コーポレーション㈱
新潟県長岡市西蔵王 
三丁目５番１号

19,691,700 ― 19,691,700 9.41

(相互保有株式)          

㈱ニッカン
新潟県長岡市西蔵王 
三丁目５番１号

23,600 ― 23,600 0.01

計 ― 19,715,300 ― 19,715,300 9.42
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

                      (単位：百万円)

                   
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部    

  流動資産    

    現金及び預金 15,202 13,764

    受取手形及び売掛金 ※2,※3  67,708 ※2,※3  70,462

    電子記録債権 ※2,※3  6,228 ※2,※3  6,420

    商品及び製品 26,012 27,377

    仕掛品 2,247 2,170

    原材料及び貯蔵品 26,679 28,414

    その他 6,075 6,790

    貸倒引当金 △55 △55

    流動資産合計 150,098 155,345

  固定資産    

    有形固定資産    

      建物及び構築物 83,736 84,273

        減価償却累計額 △50,949 △51,527

        建物及び構築物（純額） 32,787 32,746

      機械、運搬具及び工具器具備品 427,956 430,160

        減価償却累計額 △354,882 △358,276

        機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 73,074 71,883

      その他（純額） 29,018 32,085

      有形固定資産合計 134,880 136,715

    無形固定資産 2,907 3,165

    投資その他の資産    

      投資有価証券 73,287 71,598

      その他 ※4  9,335 ※4  8,597

      貸倒引当金 ※4  △2,427 ※4  △2,426

      投資その他の資産合計 80,195 77,769

    固定資産合計 217,983 217,650

  資産合計 368,082 372,996
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                      (単位：百万円)

                   
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部    

  流動負債    

    支払手形及び買掛金 ※3  21,409 ※3  22,045

    電子記録債務 ※3  6,632 ※3  6,630

    短期借入金 25,655 22,709

    コマーシャル・ペーパー 10,500 13,500

    未払法人税等 2,531 969

    引当金 3,413 2,069

    その他 ※3  14,152 ※3  15,812

    流動負債合計 84,293 83,736

  固定負債    

    社債 30,000 30,000

    長期借入金 43,331 44,188

    引当金 1,386 1,435

    退職給付に係る負債 12,014 12,136

    資産除去債務 2,376 2,430

    その他 1,818 3,478

    固定負債合計 90,926 93,669

  負債合計 175,220 177,405

純資産の部    

  株主資本    

    資本金 42,020 42,020

    資本剰余金 45,348 45,348

    利益剰余金 105,599 109,107

    自己株式 △9,933 △9,933

    株主資本合計 183,034 186,543

  その他の包括利益累計額    

    その他有価証券評価差額金 8,876 7,487

    繰延ヘッジ損益 △1 △14

    為替換算調整勘定 △388 242

    退職給付に係る調整累計額 583 543

    その他の包括利益累計額合計 9,070 8,259

  新株予約権 104 112

  非支配株主持分 651 675

  純資産合計 192,861 195,590

負債純資産合計 368,082 372,996
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

                      (単位：百万円)

                    前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
 至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年６月30日)

売上高 68,367 71,560

売上原価 55,422 55,138

売上総利益 12,944 16,421

販売費及び一般管理費 10,171 10,486

営業利益 2,773 5,935

営業外収益    

  受取利息 18 21

  受取配当金 494 455

  持分法による投資利益 491 547

  為替差益 1,227 －

  その他 736 537

  営業外収益合計 2,967 1,561

営業外費用    

  支払利息 175 172

  為替差損 － 305

  その他 195 189

  営業外費用合計 370 668

経常利益 5,370 6,828

特別利益    

  固定資産売却益 1 20

  投資有価証券売却益 － 88

  持分変動利益 16 －

  受取保険金 24 7

  特別利益合計 41 115

特別損失    

  固定資産除売却損 333 302

  減損損失 5 －

  固定資産圧縮損 16 －

  投資有価証券評価損 － 17

  特別損失合計 354 320

税金等調整前四半期純利益 5,058 6,624

法人税、住民税及び事業税 1,231 1,330

法人税等調整額 121 389

法人税等合計 1,353 1,719

四半期純利益 3,705 4,904

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主に
帰属する四半期純損失（△）

△22 13

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,727 4,891
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

                      (単位：百万円)

                    前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
 至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年６月30日)

四半期純利益 3,705 4,904

その他の包括利益    

  その他有価証券評価差額金 △182 △1,397

  繰延ヘッジ損益 8 7

  為替換算調整勘定 △3,217 640

  退職給付に係る調整額 △31 △27

  持分法適用会社に対する持分相当額 169 △23

  その他の包括利益合計 △3,253 △800

四半期包括利益 451 4,103

（内訳）    

  親会社株主に係る四半期包括利益 481 4,080

  非支配株主に係る四半期包括利益 △29 23
 

― 13 ―



【注記事項】

（会計方針の変更）

IFRSを適用している在外連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より、IFRS第16号「リース」を適用しており

ます。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを貸借対照表に資産及び負債として計上すること

としました。IFRS第16号の適用については、経過的な取扱いに従っており、会計方針の変更による累積的影響額を

当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に計上しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の有形固定資産の「その他（純額）」が2,250百万円、流動負債の「そ

の他」が209百万円及び固定負債の「その他」が1,597百万円それぞれ増加し、流動資産の「その他」が110百万円

及び投資その他の資産の「その他」が632百万円それぞれ減少しております。当第１四半期連結累計期間の損益に

与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高は248百万円減少しております。

 
 

（四半期連結貸借対照表関係）

 １ 連結子会社以外の会社等の金融機関等からの借入金の債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

富士製紙協同組合 0百万円 6百万円
 

 
※２ 輸出手形割引高、電子記録債権割引高及び電子記録債権譲渡高

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

輸出手形割引高 126百万円 99百万円

電子記録債権割引高 24  － 

電子記録債権譲渡高 62  42 
 

 
※３ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権債務の会計処理については、満期日に決済が行われたもの

として処理しております。 

 なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

及び電子記録債権債務が、四半期連結会計期間末残高から除かれております。
 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

受取手形 889百万円 950百万円

電子記録債権 733  722 

支払手形 102  73 

電子記録債務 1,607  1,605 

設備関係支払手形 888  633 
 

  

 ※４ 2015年３月期に発覚の不正行為に関連して発生したものが、以下のとおり含まれております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

固定資産      

 投資その他の資産      

  その他      

   長期未収入金 2,359百万円 2,359百万円

  貸倒引当金 △2,359  △2,359 
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決議 株式の種類
配当金の総額 
(百万円)

１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,136 6.00 2018年３月31日 2018年６月28日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額 
(百万円)

１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日
定時株主総会

普通株式 1,137 6.00 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれんの償却額は、次のと

おりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自  2018年４月１日
至  2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  2019年４月１日
至  2019年６月30日)

減価償却費 4,888百万円 4,591百万円

のれんの償却額 34  32 
 

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間(自  2018年４月１日  至  2018年６月30日)

１．配当金支払額

 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自  2019年４月１日  至  2019年６月30日)

１．配当金支払額

 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  2018年４月１日  至  2018年６月30日)

 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３

紙パルプ 
事業

パッケージ
ング・紙加
工事業

計

売上高              

  外部顧客への売上高 61,913 4,722 66,635 1,731 68,367 － 68,367

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

680 25 705 9,507 10,212 △10,212 －

計 62,593 4,748 67,341 11,239 78,580 △10,212 68,367

セグメント利益 2,239 189 2,428 191 2,619 153 2,773
 

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、古紙卸業、建設業、不

動産売買、運送・倉庫業等を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額153百万円はセグメント間取引消去に伴う調整等であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  2019年４月１日  至  2019年６月30日)

 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３

紙パルプ 
事業

パッケージ
ング・紙加
工事業

計

売上高              

  外部顧客への売上高 64,829 4,639 69,469 2,091 71,560 － 71,560

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

648 15 664 8,846 9,510 △9,510 －

計 65,478 4,655 70,133 10,937 81,071 △9,510 71,560

セグメント利益 5,448 95 5,544 185 5,730 204 5,935
 

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、古紙卸業、建設業、運

送・倉庫業等を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額204百万円はセグメント間取引消去に伴う調整等であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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項目
前第１四半期連結累計期間
(自  2018年４月１日
至  2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  2019年４月１日
至  2019年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 19円72銭 25円87銭

    (算定上の基礎)    

    親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 3,727 4,891

    普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

    普通株式に係る親会社株主に帰属する 
    四半期純利益金額(百万円)

3,727 4,891

    普通株式の期中平均株式数(千株) 188,976 189,050

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 19円37銭 25円51銭

    (算定上の基礎)    

    親会社株主に帰属する四半期純利益 
    調整額(百万円)

△60 △61

(うち関連会社の発行する潜在株式の影響による
持分法投資損益(百万円))

(△60) (△61)

    普通株式増加数(千株) 294 274

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

─ ─

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 三 浦   洋 印

指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 田 中   徹 印

指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 木 村 純 一 印

独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月13日

北越コーポレーション株式会社

取締役会  御中

 

 

 

 

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北越コーポレー

ション株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１日

から2019年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北越コーポレーション株式会社及び連結子会社の2019年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 





【表紙】  

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2019年８月13日

【会社名】 北越コーポレーション株式会社

【英訳名】 Hokuetsu Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 ＣＥＯ  岸 本 晢 夫

【最高財務責任者の役職氏名】 ─────

【本店の所在の場所】 新潟県長岡市西蔵王三丁目５番１号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 



１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長ＣＥＯ岸本晢夫は、当社の第182期第１四半期（自  2019年４月１日  至  2019年６月30日）の

四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

 

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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